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列、および A 系列主義と B 系列主義を説明する。 

















「私の発表は 2011 年 11 月 18 日である。」 
 
A 系列とは異なり、B 系列は現在がどこにあろうが変わらない。現在がどこにあろうが、
私の発表が 2011 年 11 月 18 日であるという事実は変わらない。 
	 このマクタガートの時間区分から生じた二つの立場が A 系列主義と B 系列主義である。
A 系列主義は A 系列が時間にとって本質的であり、時間的な生成が実在すると考える。そ
れゆえに、A 系列主義においては過去、現在、未来の間に存在論的地位の違いがある 。そ































初期の B 系列主義者 は、時制表現を含む A 系列的な文は無時制的な B 系列的な文に翻
訳可能であり、それゆえに B 系列のほうが A 系列よりも根本的であると主張した。たとえ
ば、時点 t に言われた「E は過去」は「E は t よりも前」に、時点 t に言われる「E は現在」





ことが主張されるようになったからだ 。たとえば、2011 年 11 月 18 日に発話された「今
発表中である」という文を「2011 年 11 月 18 日に発表中である」という文に書き換えたと
しよう。一見これはうまく言い換えられているように思われるが、前者に含まれている「今
が 2011 年 11 月 18 日である」という情報が後者では抜け落ちてしまっている。指標詞には
消去不可能な言語的意味があり、それゆえに時制的な文を無時制的な文に翻訳しようとす























論争を見ていく。まず、新しい B 系列主義に決定的な影響を与えた B 系列主義者であるメ
ラーの議論を通じて、日付理論という新しい B 系列主義を見る（3.1 節）。次にその議論に
対する A 系列主義者であるスミスの批判を見ていく（3.2 節）。その後、スミスと B 系列主
義者オークランダーの間での論争を追い（3.3 節）、最後にその論争から生じたオークラン
ダーの新しい B 系列主義を見ていく（3.4 節）。 
	  
3.1	 新しいB系列主義	 
	 代表的な B 系列主義者であるメラー(Mellor, 1981, 1998)の（２）についての議論は、新し









・時点 t に位置する「E が起こった」という言明の任意のトークン u が真であるのは、E
が時点 t より前の時点で（無時制的に）起きる場合、そしてその場合においてのみである。 
・時点 t に位置する「E が今起こっている」という言明の任意のトークン u が真であるの
は、E が時点 t において（無時制的に）起きる場合、そしてその場合においてのみである。 
・時点 t に位置する「E は起こるだろう」という言明の任意のトークン u が真であるのは、







3.2	 ‘Problems	 with	 the	 New	 Tenseless	 Theory	 of	 Time’	 
	 メラーの議論は強力なものであったため、多くのB系列主義者によって支持されてきた。





一つ目の批判は、以下のように進行する。まず、1980 年に発せられた「今は 1980 年で




1980 年に位置する「今は 1980 年である」という言明のトークン S が真であるのは、1980
年が 1980 年において（無時制的に）起きる場合、そしてその場合においてのみである。 
T の日付による真理条件: 
1980 年に位置する「1980 年は現在である」という言明のトークン T が真であるのは、1980
年が 1980 年において（無時制的に）起きる場合、そしてその場合においてのみである。 
 
つまり、S と T を真にする事実は「1980 年は 1980 年である」という事実だ。さて、「1980















日付理論においては、U を真にする事実は「ワーテルローの戦いが 1814 年において起きる」
という無時制的な事実である。スミスは、U とワーテルローの戦いが同時に発生するが、
その時点が 1814 年ではない可能世界 W1を考慮する。W1においては U とワーテルローの










（ⅰ）「1980 年は 1980 年である」のようなトートロジー的な事実は、偶然的な文のトーク









「出来事 E が現在である」という文トークンが世界 W における時点 t に位置する時、W に





	 まず（ⅰ）について。現実の世界において 1980 年に位置する「今は 1980 年である」を
真にする事実は「1980 年は 1980 年である」であり、したがってそのトークンは現実の世
界では真である。一方、そのトークンが 1990 年に発生する他の世界では、「今は 1980 年で






ローの戦いと U が同時に起きるので U が真であるが、（ワーテルローの戦いと U が属して
いる）A が 1814 年であるという性質を持たない可能世界 W1を考慮すると、ワーテルロー
の戦いが 1814 年に起きることは U が真であるための必要条件ではない」というものであ
った。しかし、オークランダーによれば、W1 においてワーテルローの戦いと U が起きる
時点を 1814*年とすると、「ワーテルローの戦いが W1において 1814 年*に起きる」という





あるための基準は、「E が W における時点 t において～である」という節が「出来事 E が



















































的な言語」は時間の形而上学的な性質を表す。‘Two Versions of the New B-Theory of 
Language’(2003)においてはより明確にこの違いが述べられており、「存在論的言語」は文ト



































































	 最後に、本稿で示したことを確認しておく。まず第 2 章において、現代の時間論の枠組














(1)メラーは Real	 Time ではトークン反射的な理論を、Real TimeⅡでは日付理論を採用している。なお、ト
ークン反射的な理論においては、時制的な文の真理条件は次のように与えられる。 
トークン反射的な理論: 
・「E が起こった（E は過去である）」という言明の任意のトークン u が真であるのは、E が u より前である
場合、そしてその場合においてのみである。 
・「E が今起こっている（E は現在である）」という言明の任意のトークン u が真であるのは、E が u と同
時である場合、そしてその場合においてのみである。 







(3)オークランダ (ーOaklander, 2003)は意味を４つに区分しており、truthmaker である意味 2、言語規則である
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